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細井英彦､入谷 明 (近畿大 ･生物理
工 ･迫伝子工学)
近年多くのサル軌が生息地を追われ､そ
の個体数は減少の途をたどりつつある｡
我々は､それらの穂の保位を税極的に行わ
ねばならないと考え､生殖生理学的基礎成
績を集積すると共に､室内人工周年繁殖技
術の開発に取り組んできた｡特に希少種は
利用できる個体も限られており､迫伝子資
源の効率的利用が迫られている｡
近年､技術的には体外受約0nVitro
Fertili2:ation)を基盤とした腔の効率的利
用法として､ウシでは屠殺体卵鵜より回収
された未成熟卵子の体外成熟 ･体外受精に
より旺生産が可能になり､ヒトでは不妊症
の治析法として田微授精により非運動精
子を受精させ､受糊卵を作ることが可能と
なっている｡そこで､我々は､死体より得
られる生殖群を貿鮫として､肱の生産を試
みた｡
本年度は､脳サンプリング個体の精巣を
得て､運搬とその後の精子のサンプリング
による生殖細胞の損傷を検討した｡供試さ
れた精巣を4℃で24時間から48時間保存
した後､回収した精子は､体外受精可能な
運動性を維持していた｡それを凍結した結
果､融解後の運動性回役は､射出精液に比
べて窓かったものの､凍結保存は可能であ
ると考えられた｡さらに,精巣を48時間
を越えて保存し､運動能力を喪失した精子
の朗微授精を書式みた｡その結果､受精卵を
得ることができた｡来年度は､さらに精巣
より､未分化な精子細胞を回収し顕微授精
を行う予定である｡
